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令和５年度 学校経営報告書（自己評価） 
 

学校番号 69(分) 学 校 名 天竜高等学校春野校舎 校 長 名 渡邊 二三彦 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

多様な生徒に対する

学習指導体制を整

え、基礎学力の向上

を図る。 

・授業の進度はち

ょうど良いと答

える生徒の割合 

（90％以上） 

・先生は丁寧に教

えてくれている

と答える生徒の

割合 

（90％以上） 

・先生は授業で

ICT機器（クロ

ームブックや

プロジェクタ

ー）を活用して

いると答える

生徒の割合 

（80％以上） 

・「授業の進度

はちょうど良い

と答える生徒の

割合」 98.0% 

・「先生は丁寧

に教えてくれて

いると答える生

徒の割合」 

98.0％ 

・「先生は授業

で ICT機器（ク

ロームブックや

プロジェクター）

を活用している

と答える生徒の

割合」   

95.9％ 

Ａ 

・前年度とおおむね変化はなく、

多くの生徒が前向きに授業に取

り組んでいる。今後も適切な授

業進度を考えて対応する。 

・少人数制を生かし、丁寧な授

業を行っている。対話的な授業、

質問しやすい雰囲気づくりを大

切に授業を行う。 

・ICT機器の活用について、多く

の授業でクロームブックや iPad

を使用して授業を行っている。

来年度から BYODが始まるため、

授業の振り返りや、課題配信、

生徒連絡などのオンライン化を

図り、ICTのさらなる有効活用を

模索する。 

・家庭学習時間の

平均 

(平日45分以上) 

(テスト前 90分

以上) 

・家庭学習時間調

査 

(年４回実施) 

・ 平日の平均

55.8 分、テスト

前の平均 118.3

分 

 

・学習時間調査

を年２回実施

し、毎日のチェ

ックと声掛けを

した。 

Ａ 

・家庭学習時間は前年度とおお

むね変化なし。一方で、学校評

価アンケートでは「家庭学習を

しっかりしている」と答える生

徒の割合が 67.3%と低水準だっ

た。次年度以降、課題の量や質

を見直し、家庭学習時間のさら

なる増加を図る。 

・学習時間調査を活用し、担任

を通じて生徒への声掛けを行っ

た。学習状況だけでなく、生活

状況も把握できるため、今後も

継続する。 

イ 

基本的生活習慣を身

につけ、他者をいたわ

り、人間関係を大事に

する心を養い、問題行

動の未然防止を図る。 

・安心して落ち着

いた学校生活を

送っていると答

える生徒の割合 

（85％以上） 

 

・安心して落ち

着いた学校生

活を送ってい

ると答える生

徒 の 割 合 

87.8％ 

Ｂ 

・ＳＳＴ講座での人間関係づく

りの演習や各教職員の個に応じ

た声掛けを引き続き行う。 

・問題行動の件数

を前年度より減

少させる。 

（令和４年度 

１件１名） 

・問題行動の件

数が１件 

Ｂ 

・昨年度と問題行動の件数が同

じであった。生徒の自己有用感

をさらに醸成することにより問

題行動を予防したい。 
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ウ 

生徒一人ひとりに寄

り添い、よりよい進

路を見つけ、その実

現を図る。 

・進路についての

指導が適切にな

されていると答

える生徒の割合  

（85％以上） 

・進路について

の指導が適切

になされてい

ると答えた生

徒 の 割 合 は

98.0％であっ

た。 

Ｂ 

・3年生の進路決定状況は例年並

みである。 

・各自が希望する進路先に進め

るよう面接指導、小論文指導、

個別の補習を通年で行った。 

・進路検討会を開き適切な進路

指導へ繋ぐことができた。 

・生徒の希望する進路とマッチ

ングを考えた進路指導の更なる

充実を図る。 

・進路講話や企

業・学校見学、進

路ガイダンスを

実施（年３回以

上） 

・年３回の校内

進路ガイダン

スを実施 

・外部機関と連

携した進路講

座を実施。 

・インターンシ

ップを実施 

Ａ 

・学年に応じた進路行事を通し

て、生徒により確実な進路意識

を持たせることができた。 

・自己理解と共に上級学校や職

業等の研究と理解を深め、より

よい進路指導に繋がるような企

画を次年度も行う。 

・インターンシップにおいて、

地元企業との繋がりを念頭に参

加企業と生徒の増加を図り、よ

り高い進路意識を持たせてい

く。 

 

エ 

環境を整え、部活動、

特別活動、読書活動に

おいて、充実感が得ら

れるよう指導する。 

・部活動に積極的

に参加し充実し

ていると答える

生徒の割合 

（80％以上） 

・部活動に積極的

に参加し充実し

ていると答えた

生徒の割合が

83.7％であった。 

Ｂ 

・部活動に意義を感じ、積極的

に取り組んでいる生徒が昨年度

より減少した。 

・学校行事が充

実していると答

える生徒の割合 

（85%以上） 

・学校行事が充

実していると

答えた生徒の

割合が 93.9%で

あった。 

Ａ 

・コロナ禍において制限が少し

ずつ解除された環境の中で、生

徒会や委員会を中心に、主体的

に学校行事に取り組む姿が見ら

れた。 

・朝読書の時間は

読書に親しむの

に役立っている

と答える生徒の

割合（80％以上） 

 

・朝読書の時間

は読書に親し

むのに役立っ

ていると答え

る生徒の割合

は 49.0%だっ

た。 

Ｃ 

・天竜文学賞の授賞者からサイ

ン本が選考委員に贈られた。 

・交通事情により６月から朝読

書と読書月間が実施できなかっ

たが、天竜文学賞関連の本を読

書感想文の課題図書としたこと

で補った。 

オ 

自己健康管理ができ

る生徒を育成すると

ともに、教育相談体

制の充実を図る。 

 

・保健関係たより

の発行（月 1回） 

・生徒の状況把握

調査（年２回実

施） 

・保健関係たよ

りの発行及び

生徒の状況把

握調査を目標

どおり実施し

た。 

 

Ｂ 

・生徒とつながりを持つことで、

援助できる存在としてとらえて

もらえる体制づくりをしていき

たい。次年度も調査後の面談を

実施したい。 
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・先生は悩みや相

談に親身にな

ってくれると

答える生徒の

割合 （85％以

上） 

・生徒サポート委

員会  

（週１回程度開  

催） 

・先生は悩みや

相談に親身に

なってくれる

と答える生徒

の割合 100％ 

・生徒サポート

委員会を 15 回

程度実施した。 

Ａ 

・ＳＣ、ＳＳＷと担任、学年と

の連携をさらに密にすることに

より、生徒の困り感に寄り添う

ことができた。また、通級講師

による研修会等により、支援体

制についての知識の充実を図っ

た。 

カ 

地域・保護者との連携

を推進し、信頼される

学校づくりを行う。 

・地域との交流や

ボランティア活

動をしていると

答える生徒の割

合 （50％以上） 

・春埜祭へのＰＴ

Ａ役員出席率 

（90％以上） 

・地域との交流

やボランティ

ア活動をした

生徒の割合は

61.2％だった。 

・春埜祭へのＰ

ＴＡの参加は

中止となった。 

Ｂ 

・講演形式の研修会が再開され、

役員の参加率は高かった。 

・遠方の研修をオンライン形式、

近隣の研修を対面形式で併用を

していきたい。 

・春校だより発行

(年間４回以上) 

・ＨＰの更新  

(毎月４回以上) 

 

 

・春校だよりは

年間４回発行

した。 

・ＨＰの更新は

毎月２回以上

行われた。 

Ａ 

・春校だよりを予定どおり発行

することができた。生徒の言葉

を中心にした構成にし、見やす

さを心掛けた。 

・今後も春野校舎の魅力を幅広

く発信し続けていけるよう工夫

していきたい。 

・監査/検査の文

書指示/指摘件数 

（０件） 

・校内での事故/

災害箇所 

（０件） 

・監査/検査の

文書指示/指摘

件数 ０件 

・校内での事故

/災害箇所 

０件 

Ａ 

・法令を遵守し適切な事務処理

や効果的な予算執行を行うこと

ができた。 

・校内巡視や環境整備を行い、

校内での事故や災害箇所を防ぐ

ことができた。職員間の連絡を

密にして相互理解に努め、少人

数体制での施設設備の効率的な

管理を行う。 

キ 

地域資源を活用し、

探究活動を通して社

会性を育む。 

・探究活動を仲

間と協力しな

がら主体的に

行ったと答え

る生徒の割合 

（80％以上） 

・校外での探究

活動が有意義

であったと答

える生徒の割

合（80％以上） 

 

・「探究活動を

仲間と協力して

主体的に行っ

ていると答える

生徒の割合」 

87.8％ 

・「校外での探

究活動が有意

義であったと答

える生徒の割

合」 91.8% 

Ａ 

・１学年は、春野地域で盛んな

林業について学習した。調べ学

習、職場見学、レポート作成等

を通じて林業についての知識を

深めることができた。 

・２学年は、通学に不可欠な秋

葉バス及び遠鉄バスの秋葉線を

各事業所の協力のもと調査し

て、新聞とすることができた。 

・３学年は、全国の秋葉山本宮

由来の神社へアンケート調査を

行い、協力を得て新聞にまとめ

ることができた。 
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ク 

校内の危機管理体制

を整備するとともに、

危機管理意識を向上

させる。 

・防災訓練実施 

（年３回） 

・地域防災参加率 

（60％以上） 

・防災訓練年間

３回実施 

・地域防災訓練

の参加率は

27.5％ 

 

Ｂ 

・防災訓練を４月、９月、３月

に実施した。地域防災訓練不参

加の生徒へは事後課題を実施し

た。土砂災害による交通遮断時

への備蓄食料等の整備を今後も

進める。 

 

 

ケ 

研修を通じて教職員

の資質の向上を図る

とともに、教職員の働

き方改革を推進する。 

・職員研修会の 

実施（年５回） 

 

・ICT活用研修

を１回、発達障

害についての

研修を１回、遠

隔授業操作研

修会を１回実

施した。 

・職員会議後に

年次研修報告

会を２回実施

した。 

Ａ 

・９月から通級を開始したため、

通級指導講師による「発達障害

について」の研修会を行い、理

解を深めた。また、９月以降の

職員会議では、発達支援につい

てプリントを配付し、さらに理

解を深めている。 

・不祥事根絶研修

の実施（月１回） 

・不祥事根絶に

関係する研修

会を年３回実

施した。「コン

プライアンス

通信」での注意

喚起を毎月１

回程度実施し

た。 

Ａ 

・事務長からの公金の取扱いに

ついての研修会、「生徒提要」の

読み合わせ、アンガーマネジメ

ントについての小グループでの

討論などを実施した。 

・毎回職員会議後に注意喚起を

行い、教職員の不祥事根絶に対

する意識を自分事として高めて

いる。これからも内容を考えな

がら実施していく。 

・平均 18:30ま

での退勤 

・時期により教

職員の退勤時

刻は異なり、学

期始め及び学

期末は遅くな

る傾向にある。

長期休業期間

の時間外勤務

は少ない。 

Ｂ 

・毎週月曜日は定時退勤日であ

り、今年度はそれを呼びかけた。 

・退勤時刻が必要以上に遅くな

らないように、学校として、ま

た、各教職員がこれからも業務

内容を精選していく。 

 


